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このガイドについて 

このューザガイドでは、ほとんどのモデルに共通の機能について説明します。一部の機能は、お使い 
のコンピュータで対応していない場合もあります。 
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1 マルチメディア ハー ドウエアの使用 


オーディオ機能の使用 

次の図と表で、お買い上げのコンピュータの才ーデイオ機能について説明します。 



◎⑥ 


名称 


説明 

(1) 

スピーカ （ X 2) 

コンピュータのサウンドを出力します 

(2) 

オーデイオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

市販の電源付きステレオスピーカ、ヘッドフォン、イヤフォン、 
ヘッドセット、テレビオーディオなどを接続します 

(3) 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

市販のコンピュータ巧へッドセットまたはマイクを接続します 

(4) 

音量下げホットキー 

fn + pgdn を押してスピーカの音量を下げます 

巧） 

音量上げホットキー 

fn + pg up を押してスピーカの音量を上げます 

(6) 

ミュートホットキー 

fn + home を押して、スピーカの音量を消音したり元に戻したり 
します 

(7) 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 
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オーディオ入力（マイク）コネクタの使用 


コンピュータには、ステレオアレイまたはモノラルマイクをサポートするステレオ（デュアルチヤ 
ネル）のマイクコネクタが装備されています。マイクを接続して録音ソフトウェアを巧巧すると、ス 
テレオ録音が可能になります。 

マイクをマイクコネクタに接続する場合、 3.5 mm プラグのマイクを使用してくださし、。 

オーディオ出力（へッドフォン）コネクタの使用 


A 警告！ ま然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を行ってからへッドフォン、 
イヤフナン、またはヘッドセットを使巧してください。ま全に関する情報について詳しくは、『規 
を、安全、および環境に関するごま意 J 1 を参照してください。 

A ミ主意： 外付け機器の損傷を防ぐため、モノラルチャネルコネクタをへッドフォンコネクタじ差し 
込まないでください。 


へッドフォンの接続に加え、へッドフォンコネクタは外部電源付きスピーカやステレオシステムな 
どのオーディオデバイスのオーディオ出力機能の接続にも使われます。 

ヘッドフォンコネクタへの接続には 3.5 mm のステレオプラグな外は使用しないでください。 

へッドフォンコネクタに機器をち続すると、スピーカは無効になります。 
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音量の調整 

音量の調整には、な下のどれかを使巧します。 

• コンピュータ本体の音量ボタン： 

。 消音したり音量を元に戻したりするには、 わ+ home (1) を巧します。 

。 音量を上げるには fn + pg up (2) を押します 
。 音量を下げるには fn + pg dn (3) を巧します 

隊 を記:~~ 音量ボタンを押すと聞こえるタップ音は、出荷時の設をで有効になっています。セ 

ットアップューティリティの〇)でタップ音を無効にできます。 



• Windows ® 音量 コントロール： 

a . タスクバーの右端にある通知領域の[音量]アイコンをクリックします。 

b. 音量を調整するには、スライダを上下に移動します。[ミュート]アイコンをクリックして音 
至をミュートにします。 

-または- 

a . 通知領域の[音量]アイコンをちクリックし、[音量ミキサを開く]をクリックします。 

b. [スピーカ]列でスライダを上下に移動して音量を調整します。[ミュート]アイコンをクリッ 
クして音量をミュートにすることもできます。 

[音量]アイコンが通知領域に表示されない場合は、な下の手順に従って表示します。 

a . 通知領域でちクリックし、 [プロパティ] をクリックします。 

b. [ほ知領域】タブをクリックします。 

C. [システム]アイコンの下の[音量]チェックボックスにチェックを入れます。 
d. [0 のをクリックします。 

• プログラムの音量調整機能： 

プログラムによっては、音量調整機能を持つものもあります。 
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ビデオ機能の使用 

外付けモニタポートの使用 

外付けモニタポートは、外イ寸けモニタやプロジェクタなどの外付けディスプレイデバイスをコンピ 
ュータに接続するためのポートです。 

▲ ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスケーブルを外付けモニタポートに接続しま 
す。 


01 



載 を記： 正しく接続された外付けディスプレイデバイスに画像が表示されない場合は、 わ + f 4*- 
を押して画像をデバイスに転送します。 わ + f 4 キーを繰り返し押すと、表示画面がコンピュータ本体 
のディスプレイと外かけディスプレイデバイスとの間で切り替わります。 
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s ビデオ出カコネクタの使用 

このコンピュータの7ピンの S ビデオ出カコネクタには、テレビ、ビデオデッキ、ビデオカメラ、 
才ーパ'-ヘッドプロジェクタ （OHP)、 ビデオキヤプチヤカードなどの別売の S ビデオ機器を接結 
できます。 

S ビデオ出カコネクタ経由でビデオ信号を送信するには、一般の電化製品販売店で入手可能な S ビデ 
オケーブルが必要です。 DVD の動画をコンピュータで巧生してテレビに表示するなど、才ーディオ 
機能とビデオ機能を組み合わせる場合は、へッドフォンコネクタに接続するため、一般の電化製品販 
売店で入手可能な標準のオーディオケーブルも必要です。 

このコンピュータの S ビデオ出カコネクタには、1台の S ビデオ機器を接続できます。その際、コン 
ピュータのディスプレイとその他のサポートされている外付けディスプレイに、画面を同時に表示で 
きます。 


m を記： S ビデオの接続では、コンポジットビデオ接続よりも高い画質が得られます。 _ 

ビデオ機器を S ビデオ出カコネクタに接続するには、な下の手順で操作します。 

1. S ビデオケーブルの一ちの端をコンピュータの S ビデオ出カコネクタに接続します。 


む 



2. ビデオ機器に付属の説明書に従って、ケーブルのもう一方の端をビデオ機器に接続します。 

3. コンピュータに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 fn+f4*- 
を押します。 
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オプティカルドライブの使用 

オプティカルドライブを使用して CD や DVD の再生、コピー、または作成が可能です。ただし、取 
り付けられているドライブの種類やインストールされているソフトウエアにより、可能な作業は異な 
ります。 

取り付けられているオプティカルディスクドライブの確認 

▲ [スタート]一 [コン ピュータ]の順に選巧します。 

オプティカルディスク （CD または DVD ) の挿入 

1. コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を巧して、ディスクトレイが少し巧し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸上に置きます。 

野 を壺^ トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて回お軸の上に置いてくださ 

^ 

5. ディスクが確実にはまるまで、トレイの回転軸上にディスクをゆっくり押し下げます（3)。 



か 


6. ディスクトレイを閉じます。 


鞍を 記. ディスクの挿入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これは通常の動作です。 
初期設定のメディアプレーヤを選巧していない場合は、[自動再生]ダイアログボックスが開き、メデ 
ィアコンテンツの使用方まを選択するように要求されます。 
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オプティカルディスク （ CD または DVD ) の取り出し 

ディスクトレイが正しく開くかどうかに応じて、ディスクを取り出すちまは2通りあります。 

ディスクトレイが開〈場合 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押してディスクトレイを開き、トレ 
イをゆっくりと完全に引き出します（2)。 

2. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
口）。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 


教 ま記： トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出してください。 



み 


3. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 

ディスクトレイが開かない場合 

1. ドライブのフロントパネルにある手動での取り出し用の穴にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、トレイが開いたら、トレイを完全に引き出します（2)。 
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3. 回転軸をそっと巧しながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

を を雷^ トレイが完全に開かない場合は、慎重にディスクを傾けて取り出します。 
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メディア操作ホットキーの使用 

メディア操作ホットキーは、 fn キ ー(1) とファンクションキーの組み合わせです。 


• 停止している才ーデイオ CD または DVD を巧生するには、 fn + f 9 キーロ）を巧します。 


• 才ーディオ CD または DVD の再生中は、な下のホットキーを使巧できます。 

。 ディスクを一時惇止またはち開するには 、 fn + f 9 キーロ）を押します。 

。 ディスクを停止するには、 fn + f 10 キ ー(3) を押します。 

。 才ーディオ CD の前のトラックまたは DVD の前のチャプタを再生するには 、 fn + f 11 キー 

(4) を巧します。 

。 才ーディオ CD の次のトラックまたは DVD の次のチャプタを再生するには、 ゎ+門2キー 

巧）を巧します。 


か 


®0@© 

气？が 

_ / — 
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2 マルチメディアソフトウエアの操作 


お巧いのコンピュータにはマルチメディアソフトウエアがプリインストールされています。一部のモ 
デルでは、付属のオプティカルディスクに追加のマルチメディアソフトウエアが収録されています。 

コン ピュ ータに 搭載されている ハー ドウ エア および ソフ トウ エア じよっては、次の マルチメディアに 
関する操作がサポートされています。 

• 才ーディオ CD 、 ビデオ CD 、 才ーディナ DVD 、 ビデナ DVD 、 インターネットラジオなどのデ 
ジタルメディアの再生 

• データ CD の 作成または コピー 

• オーディナ CD の作成、編集、および書き込み 

• ビデオまたはムービーの作成、編集、および DVD またはビデオ CD への書き込み 


A を意： 情報の消失やディスクの損傷を防ぐために、次のガイドラインに従ってください。 

ディスクに書き込む前に、コンピュータを、を定した外部電源に接続してください。コンピュータが 
バッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェアな外は、開いているすべてのプログラ 
ムを閉じてください。 


コピー元のディスクからコピー先のディスクに、またはネットワークドライブからコピーホのディス 
クに直接コピーしないでください。まずコピー元のディスクまたはネットワークドライブからハード 
ドライブにコピーし、その後でハードドライブからコピー先のディスクにコピーして〈ださい。 

ディスクへの書き込み中にキーボードを使ったり、コンピュータを移動したりしないでください。書 
き込み化理は振動の影響を受けやすいためです。 

敦 を記. コンピュータに付属のソフトウェアの巧巧方法について詳しくは、ソフトウェアの説明書を 
参照して〈ださい。説明書はディスクまたは該当するプログラム内のヘルプファイルとして提供され 
ます。ソフトウェアの製造元の Web サイトから説明書を入手できる場合もあります。 
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ブリインストールされたマルチメディアソフトウエアを開く 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択します。 

2. 起動するプログラムをクリックします。 

ディスクからのマルチメディアソフトウエアのインストール 

1. ディスクをオプティカルドライブに巧入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. 画面に指示が表示されたら、コンピュータを再起動します。 

マルチメディアソフトウエアの使用 

1. [スタート]一[すべてのプログラム]の順に選択し、巧巧するマルチメディアプログラムを開きま 
す。たとえば、 Windows Media Player で才ーディオ CD を巧生する場合は、 [Windows Media 
Player] をクリックします。 

m を記^_ プログラムがサブフォルダに存在する場合もあります。 

2. 才ーディオ CD などのメディアディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

3. 画面の説明に沿って操作します。 

-または- 

1. 才ーディオ CD などのメディアディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

[自動再生]ダイアログボックスが開きます。 

2. タスクー覧でマルチメディアタスクをクリックします。 
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再生の中断の予防 

CD や DVD の再生が中断される可能性を化減するには、な下の点を確認してくださし、 


• CD または DVD を再生する前に作業を保存し、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

• ディスクの再生中は、ハードウェアの着脱を行わないで〈ださい。 

ディスクの巧生中にハイバネーシヨンまたはスリープを開始しないでください。開始すると、続行す 
るかどうかを確認する警告メッセージが表示される場合があります。このメッセージが表示された 
ら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックすると次のようになります。 

• 再生が再開します。 

-または- 

• マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じられます。 CD または DVD の再生に戻るに 
は、マルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックしてディスクを再び起動します。まれ 
に、プログラムを終了してから再起動しなければならない場合があります。 
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DVD 地域設定の変更 

著作権で保護されているファイルを使巧するをくの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
より著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードカ 《 DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 

A を意:一 DVD ドライブの地域設定は、5回までしか変更できません。 

5回目に選択した地域の設定が DVD ドライブの最終的な設定になります。 

ドライブで地域設定を変更できる残りの回数が、 [ DVD 地域]タブに表示されます。 

オペレーティングシステムで設定を変更するには、な下の手順で操作します。 

1. [スタート]一[コンピュータ]一[システムプロパティ]の順に選択します。 

2. 左側の巧内で、[デバイスマネージャ]をクリックします。 

野 ま記 : 一 Windows には、コンピュータのセキュリティを高めるために、ユーザアカウント制御 

機能があります。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの巧用、 Windows の設を変更 
などのタスクではユーザのアクセス権やパスワードが必要になる場合があります。詳しくは、 
Windows のヘルプを参照してください。 

3. [DVD/CD-ROM ドライブ]の横の「+」記号をクリックします。 

4. [DVD/CD-ROM ドライブ]をちクリックし、地域の設定を変更する DVD ドライブを右クリックし 
て、[プロパティ]をクリックします。 

5. [DVD 地域]タブで地域を変更します。 

6. [0 のをクリックします。 

著作権に関する警告 

コンピュータプログラム、映画や映像、放送内容、録音内容などの著作権により保護されたものを許 
可なしにコピーすることは、著作権に違反する行為です。このコンピュータをそのような目的に使用 
しないでくださし、。 
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